
秋田県における
薬物乱用防止対策事業について

秋田県健康福祉部医務薬事課



本日の内容

１．秋田県の薬物情勢

２．薬物乱用防止活動報告

３．当県の課題と今後の取組み



１．秋田県の薬物情勢



県内の大麻事犯の検挙状況

■全国の薬物情勢と同様、検挙人数に占める若年層の
構成比率が高い。

■本年についても、大麻検挙者数が覚醒剤検挙者数を
大きく上回っている。（令和７年５月時点）

■検挙人数・件数について、人口比率を考慮すると秋田市（中核市）
の割合が高くなるが、県内全域にまん延しており空白地帯はない。



２．薬物乱用防止活動



秋田県薬物乱用対策組織表
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秋田県薬物乱用防止指導員協議会

■所属団体

秋田県薬剤師会 秋田県医薬品登録販売者協会

秋田県医薬品配置協会 ライオンズクラブ国際協会

秋田県保護司会連合会 秋田県民生児童委員協議会

■知事による委嘱を受けた薬物乱用防止指導員

299名（令和７年７月時点）



秋田県薬物乱用防止指導員の活動

■実施計画書に基づく組織的な啓発活動

■日常活動を通じた地域啓発活動

■薬物乱用に関する専門分野、経験、資格などに応じた
講演等での指導及び相談

地域住民

啓
発

相
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薬物乱用防止教室の開催状況（秋田県）

文部科学省による調査結果から作成
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薬物乱用防止指導員の講演実績

小学校 中学校 高等学校 各種学校
専門学校

計

参加者（名） ２１４７ ２３２９ １８７３ １０７ ６４５６

前年度比（％） ＋４３．０ －２４．３ ＋３８．２ ＋４６．６ ＋７．５

（令和６年４月～令和７年３月）



啓発活動

■不正大麻・けし撲滅運動（5/1～6/30）

■「ダメ。ゼッタイ。」普及運動（6/20～7/19）

■麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動（10/1～11/30）

■薬物乱用防止啓発ポスターコンテスト



不正大麻・けし撲滅運動（5/1～6/30）

除去実績
■令和７年度は不正大麻・けしともに報告実績なし

■令和２年度以降、実績がない年が継続している

目的：県民に対して大麻・けしに関する正しい知識の普及を図るとともに、不正栽培及び自生の大麻・けし
を撲滅することを目的とする。

■過去の事例■
一般人（違法性の認識なし）がけしを栽培した。
同集落で複数人が栽培していたため一時的に報告件数が増加した。
相談対応と監視を継続していく。



不正大麻・けし撲滅運動（6/1～7/31）

啓発活動
■厚生労働省作成の啓発資材の掲示・配付

■主な掲示・配布先
農業協同組合 森林組合 道の駅
教育関係機関 警察署 庁内

目的：県民に対して大麻・けしに関する正しい知識の普及を図るとともに、不正栽培及び自生の大麻・けし
を撲滅することを目的とする。



「ダメ。ゼッタイ。」普及運動（6/20～7/19）

構成団体
①薬物乱用防止指導員の所属団体

②協力団体
秋田県医薬品卸業協会・日本塗料商業組合秋田県支部・秋田県生活衛生同業組合連絡協議会・秋田県理容生活衛生同業組合・
秋田県美容生活衛生同業組合・秋田県クリーニング生活衛生同業組合・公益社団法人秋田県食品衛生協会

③秋田市保健所

④秋田県警警察本部刑事部組織犯罪対策課

⑤秋田県健康福祉部医務薬事課および保健所

目的：官民一体となり、国民の薬物乱用防止問題に関する知識を高めるとともに、国連総会決議に基づく
「６．２６国際麻薬乱用撲滅デー」の周知を諮ることにより、内外における薬物乱用防止に資する。



「ダメ。ゼッタイ。」普及運動（6/20～7/19）

活動内容
■啓発活動
パンフレット・リーフレットの配付
一声運動の実施
ポスター等の展示

■街頭募金活動

目的：官民一体となり、国民の薬物乱用防止問題に関する知識を高めるとともに、国連総会決議に基づく
「６．２６国際麻薬乱用撲滅デー」の周知を諮ることにより、内外における薬物乱用防止に資する。



麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動（10/1～11/30）
目的：麻薬・覚醒剤・大麻などの薬物乱用による危害をより多くの国民に知っていただき、一人一人の意識
を高めることで、薬物乱用の根絶を図る。

啓発活動
■厚生労働省作成の啓発資材の
掲示・配付

■主な掲示・配布先
県立大学（学生寮）
管内スーパー
各種研修会



麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動（10/1～11/30）
目的：麻薬・覚醒剤・大麻などの薬物乱用による危害をより多くの国民に知っていただき、一人一人の意識
を高めることで、薬物乱用の根絶を図る。

■活動内容
地域のイベントへ参加（のしろ産業フェア２０２５）

世界エイズデー啓発運動と同時開催
中学校にて講演実施



■令和６年度応募作品数
中学校（１６校） ７２作品
高等学校（２校） ５作品

目的：中高生に啓発ポスター作成を通じて、薬物乱用による弊害を正しく認識してもらうとともに、その作品
を県民向け啓発用ソースとして活用し、本県における薬物乱用防止対策を推進する。

■令和６年度入賞作品
最優秀賞作品 １作品
優秀賞 ５作品
努力賞 １２作品

薬物乱用防止啓発ポスターコンテスト



目的：中高生に啓発ポスター作成を通じて、薬物乱用による弊害を正しく認識してもらうとともに、その作品
を県民向け啓発用ソースとして活用し、本県における薬物乱用防止対策を推進する。

薬物乱用防止啓発ポスターコンテスト

（最優秀賞作品）



目的：中高生に啓発ポスター作成を通じて、薬物乱用による弊害を正しく認識してもらうとともに、その作品
を県民向け啓発用ソースとして活用し、本県における薬物乱用防止対策を推進する。

薬物乱用防止啓発ポスターコンテスト

（入賞作品）



目的：中高生に啓発ポスター作成を通じて、薬物乱用による弊害を正しく認識してもらうとともに、その作品
を県民向け啓発用ソースとして活用し、本県における薬物乱用防止対策を推進する。

薬物乱用防止啓発ポスターコンテスト

薬物乱用啓発ポスター展示会

■日時：令和６年１１月１０日

■場所：秋田駅自由通路ぽぽろーど



目的：中高生に啓発ポスター作成を通じて、薬物乱用による弊害を正しく認識してもらうとともに、その作品
を県民向け啓発用ソースとして活用し、本県における薬物乱用防止対策を推進する。

薬物乱用防止啓発ポスターコンテスト

（最優秀賞作品）

啓発資材
（ポケットティッシュ）

のデザインへ採用！



３．当県の課題と今後の取組み



課題と今後の取組みについて

■協議会の所属団体の組織力の低下
薬物乱用防止指導員の増加
６．２６ヤングキャンペーンの集約化

■若年層に対する啓発手段の検討
メディアを活用した啓発



ご清聴ありがとうございました。
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